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昨
年
9
月
か
ら

議
論
さ
れ
て
き
た

働
き
方
改
革
実
現

会
議
が
、
3
月
28

日
、
働
き
方
改
革

実
行
計
画
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
並
ぶ
2
つ
の

柱
の
1
本
が
長
時
間
労
働
の
是
正
で

あ
っ
た
。
有
名
広
告
代
理
店
の
女
性

社
員
の
過
労
自
死
か
ら
特
に
注
目
さ

れ
た
が
、
36
協
定
に
月
間
60
時
間
、

年
間
７
２
０
時
間
の
上
限
規
制
を
入

れ
ら
れ
た
も
の
の
繁
忙
期
の
例
外
規

定
は
、月
間
１
０
０
時
間
未
満
と
す

る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
過
労
死

の
認
定
基
準
に
迫
る
も
の
で
あ
り
感

覚
的
に
も
長
す
ぎ
る
。
更
に
問
題
な

の
は
、こ
の
数
字
に
表
れ
な
い
サ
ー

ビ
ス
残
業
や
持
ち
帰
り
残
業
の
撤
廃

で
あ
り
、そ
の
こ
と
な
し
に
は
過
労

死
の
撤
廃
に
は
い
た
ら
な
い
。
ま
た
、

残
業
に
頼
っ
た
賃
金
水
準
の
是
正
や

会
社
へ
の
忠
誠
心
を
休
み
や
時
間
外

で
は
か
り
た
が
る
風
潮
を
改
善
し
、

上
限
規
制
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
労
使
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
水

準
よ
り
低
い
と
さ
れ
る
時
間
当
た
り

の
生
産
性
向
上
に
は
、働
く
者
は
仕

事
と
家
庭
の
オ
ン
・
オ
フ
の
切
り
替

え
の
た
め
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
ろ

う
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　

全
労
済
の
店
舗
で
は
、
お
母
さ

ん
大
学
が
発
行
す
る
「
お
母
さ
ん

業
界
新
聞
」
を
全
国
約
２
０
０
店

舗
で
２
０
１
７
年
５
月
号
ま
で
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん

新
聞
と
は
、
母
親
で
あ
る
こ
と
の

喜
び
や
子
育
て
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
る
新
聞
で
す
。
普
通
の
お
母

さ
ん
が
、
お
母
さ
ん
記
者
と
し
て

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
、
日
々
の
生
活

の
中
で
起
こ
っ
た
こ
と
、感
じ
た
こ

と
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

の
発
見
や
感
動
、
喜
び
や
悩
み
な

ど
が
共
感
（
響
感
）
を
生
み
、
お

母
さ
ん
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

月
刊
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
全
国

版
は
、
全
国
で
約
10
万
部
発
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
の

お
母
さ
ん
記
者
が
編
集
長
と
な
っ

て
発
行
し
て
い
る
エ
リ
ア
版
・
地

◆
詳
し
く
は
、全
労
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で

http://w
w
w
.zenrosai.coop

　

２
０
１
７
年
1
月
よ
り
、
個
人

型
確
定
拠
出
年
金
（
通
称
：
イ
デ

コ
）
は
大
幅
に
加
入
対
象
範
囲
を

拡
大
し
、
公
務
員
を
は
じ
め
、
企

業
年
金
の
あ
る
会
社
員
や
専
業
主

婦
ま
で
加
入
で
き
る
よ
う
に
、
制

度
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
退
職
ま
で
の
資
金
形
成
に
は

「
組
織
共
済
」
お
よ
び
「
財
形
年

金
」、
そ
し
て
「
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
」
の
三
本
立
て
で
必
要
な

資
金
を
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、公
務
員
を
中
心
に
、

企
業
年
金
の
な
い
民
間
の
会
社
に

お
勤
め
の
方
な
ど
、
多
く
の
方
々

に
ご
契
約
を
い
た
だ
き
、現
職
中
の

個人型 DC（iDeCo）のご相談はろうきんが安心です! 

 
2017 年 1 月より、個人型確定拠出年金（通称；イデコ）は大幅に加入対象範囲を拡大し、

公務員をはじめ、企業年金のある会社員や専業主婦まで加入できるように、制度改正され

ました。これにより、退職までの資金形成には「組織共済」および「財形年金」、そして「個

人型確定拠出年金」の三本立てで必要な資金を積み立てられます。 
現在では、公務員を中心に、企業年金のない民間の会社にお勤めの方など、多くの方々

にご契約を頂き、現職中の所得税や住民税の節税対策としてますます話題沸騰中です。 
ご興味のある方は、気軽に相談できる九州ろうきんの各支店までお尋ねくださいませ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組織共済 

年金保険など 

個人型 

確定拠出年金

財形年金 

エース年金等 

所
得
税
や
住
民
税
の
節
税
対
策
と

し
て
ま
す
ま
す
話
題
沸
騰
中
で
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
九
州
ろ
う
き
ん
の
各

支
店
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
ま

せ
。

域
版
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に

無
料
で
配
信
し
て
い
る
メ
ー
ル
版

が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
の
３
店
舗
（
鹿
児

島
・
鹿
屋
・
奄
美
）
で
も
５
月
号

ま
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
店
舗
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

全
労
済
店
舗
で

﹁
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
﹂
無
料
配
布
中
！
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新
社
会
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
10
月
末

ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、「
フ

レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

２

０
１
７
」
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
対

象
者
は
、
①
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

方
、
②
30
歳
以
上
で
、
２
０
１
５
年

度
～
２
０
１
７
年
度
の
新
規
採
用

者
の
方
。
対
象
の
お
取
引
（
ⅰ
一

般
財
形
ま
た
は

エ
ー
ス
預
金
、

ⅱ
給
与
振
込
、

ⅲ
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
、
ⅳ
ダ
イ
レ

ク
ト
バ
ン
キ
ン

グ
、ⅴ
財
形
年

金
・
財
形
住
宅

ま
た
は
エ
ー
ス

預
金（
年
金
型
）

ま
た
は
（
個
人

新
社
会
人
の
皆
さ
ん
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！

型
Ｄ
Ｃ
）
の
う
ち
、
2
契
約
以
上
で

あ
れ
ば
、
抽
選
で
合
計
千
人
に
、
ツ

カ
エ
ル
さ
ん
マ
グ
カ
ッ
プ
＆
ス
テ
ン

レ
ス
ボ
ト
ル
が
当
た
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
是
非
こ
の
機
会
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
ま
せ
ん
か
。

2017年4月1日付

氏名 新所属名 旧所属名 氏名 新所属名 旧所属名

吉満　勝 鹿児島南支店支店長 志布志支店支店長

斉之平　和伸 鹿児島県本部業務推進課課長 鹿児島南支店支店長 寺内　剄志 鹿児島南支店 新入職員

坂之上　いずみ 鹿児島県本部業務推進課副課長 霧島支店次長 岡村　保広 鹿児島南支店 監査部調査役

鰺坂　隆 業務集中センター鹿児島所長 鹿児島県本部業務推進課課長 瀧　美咲 霧島支店 大島支店

宮田　修一 業務集中センター鹿児島 業務集中センター鹿児島所長 中村　智成 霧島支店 種子島支店

今別府　知美 鹿児島支店次長 種子島支店次長 岩崎　麻衣 霧島支店 鹿児島南支店

上脇　基寛 鹿児島支店次長 鹿児島県庁支店次長 神村　美穂子 霧島支店 鹿児島支店

今村　敦 鹿児島支店専任役 監査部調査役 長野　泰路 種子島支店次長 出水支店係長

窪　治子 鹿児島支店係長 鹿児島県庁支店係長 山地　裕也 種子島支店係長 加世田支店

松田　郷子 鹿児島支店係長 鹿児島支店 和田　洋美 志布志支店支店長 大口支店次長

上鶴　純 鹿児島支店 鹿屋支店 牧野　耕一 志布志支店専任役 鹿屋支店支店長

新徳　明日香 鹿児島支店 出水支店 日高　一 志布志支店 徳之島支店

前門　正俊 鹿児島支店 志布志支店 諏訪　貴之 大口支店次長 鹿児島支店次長

八木　裕二 鹿児島支店 鹿屋支店専任役 山崎　努 大口支店係長 徳之島支店係長

上園　真子 鹿児島支店 鹿児島南支店 武本　充弘 徳之島支店係長 古賀支店係長

松元　智美 鹿児島支店 加世田支店 武田　真梨奈 徳之島支店 鹿児島支店

野間口　和隆 大島支店次長 大口支店係長 坂　顕一郎 鹿児島県庁支店次長 川内支店次長

江畑　友三佳 大島支店係長 志布志支店係長 出口　千穂 鹿児島県庁支店係長 鹿児島県庁支店

畠中　珠美 大島支店 鹿児島南支店

福田　圭介 鹿屋支店支店長 西都支店支店長 北方　隆 監査部調査役 大島支店専任役

勝　正和 鹿屋支店係長 川内支店係長

菖蒲谷　一功 鹿屋支店 新入職員 亀山　耕介 博多支店次長 加世田支店次長

松永　円 鹿屋支店 志布志支店 入部　久義 大分支店 霧島支店

大江　慎一 川内支店次長 鹿児島支店次長 小村　あつき 直方支店 霧島支店

青木　愛 川内支店係長 鹿児島支店係長 白根　麻衣 博多支店 川内支店

海老原　聖也 川内支店 鹿児島支店 井原　有一 水俣支店 霧島支店

竹之内　誠 加世田支店次長 種子島支店係長 高繁　亨 八代支店 鹿屋支店

森田　健嗣　 加世田支店 川内支店 天羽　祐太 人吉支店 出水支店

前原　孝志 加世田支店 加世田支店専任役 露口　達郎 筑紫支店 霧島支店

窪　光仁 出水支店次長 大島支店次長

寺園　裕次郎 出水支店係長 鹿児島支店係長

上野　沙弥 出水支店 都城支店

【県本部関係】

【統括本部】

【県外店舗】

九州労働金庫2017年度人事異動　「よろしくお願いします!!」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2017 年度の

新入職員 
 

 

 

 

 

 

 

菖蒲谷 一功 

(鹿屋支店) 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺内 剄志 

(鹿児島南支店) 

 

一日も早く 

皆さまのお役に立てるよう

頑張ります。 

よろしくお願いします。 

菖蒲谷　一功
（鹿屋支店）

寺内　剄志
（鹿児島南支店）
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鹿
児
島
県
勤
労

者
共
済
会
で
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
や
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
付
期

間
は
、
２
０
１
７

年
4
月
1
日
～
5

月
31
日
ま
で
。
先

着
１
０
０
名
様
に

は
５
０
０
円
相
当

の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
手
書

き
で
も
Ｏ
Ｋ
。
応

募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

詳
細
は
、「
鹿

児
島
県
勤
労
者
共

済
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

ただいまネーミング募集中!!
鹿児島県勤労者共済会

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
先

は
、
☎
０
９
９

－

２
２
５

－

２

２
１
７
濱
田
ま
で
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
は
、
4
月
17

日
（
月
）
～
6
月
9
日
（
金
）
の

期
間
で
募
集
中
で
す
。
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

本
取
り
組
み
は
、
今
回
で
14
回
目

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
応
募
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
助
成
総
額

１
５
６
０
万
円
、
う
ち
県
内
で
は

２
１
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
過

去
の
累
計
で
は
、
延
べ
５
０
５
団

体
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
応
募
を
受
け

付
け
、
１
２
２
団
体
・
グ
ル
ー
プ

へ
２
６
９
０
万
円
を
助
成
し
ま
し

た
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
の
対
象
は
、

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
九
州
ろ
う

き
ん
の
営
業
エ
リ
ア
内
に
主
た
る

事
務
所
を
設
け
る
団
体
で
あ
れ

ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
、
団
体
の
規
模
や
法

人
格
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
の
応
募
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
申
し
込
み
な
ど
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
鹿
児
島
県
本

部
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
係
☎
０
９
９

－

２
２
５

－

２
２
１
７
ま
で
。
詳

し
く
は
、
九
州
ろ
う
き
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
14
回
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
た
だ
い
ま
募
集
中
で
す
!!

募
集
期
間　
２
０
１
７
年
４
月
17
日
（
月
）
～ 

６
月
９
日
（
金
）

第 14 回「NPO 助成」ただいま募集中です！！ 
 
 「NPO 助成」は、4 月 17 日（月）～6 月 9 日（金）の期間で募集中です。本取組みは、

社会貢献活動の一環として今回で 14 回目となり、これまでも多くの団体・グループから募

集頂いております。助成総額 1,560 万円、うち県内では 210 万円を助成します。過去の累

計では、延べ 505 団体・グループから募集を受け付け、122 団体・グループへ 2,690 万円

を助成しました。 
 
 「NPO 助成」の対象は、営利を目的

とせず、九州ろうきんの営業エリア内に

主たる事務所を設ける団体であれば、

NPO 法人をはじめ、ボランティアグル

ープ、市民活動団体等、団体の規模や法

人格の有無を問わず、多くの皆さまから

の募集を受付けております。 
 
 具体的な申込みなどのお問い合わせ

は、鹿児島県本部「NPO 助成」係

099-225-2217 まで。詳しくは、九州

ろうきんホームページからご確認くだ

さい。 
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鹿
児
島
県
本
部
会
館
建
設
10
周
年
記
念
と
し
て
、2
月
に
開
催
し
た
ふ

れ
あ
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
」に
引
き
続
き
、

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
会
館
で
「
全
労
済
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
」
を
3
月

20
日
（
祝
・
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、全
労
済
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ピ
ッ
ト
く
ん
」
が
お
出
迎
え
し
、来

場
者
に
綿
菓
子
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、ぐ
り
ん
ぼ
う
風
船
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、輪
投

げ
、射
的
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど
、お
子
さ
ま
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。お
母
様
方
に
は
女
性
限
定
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
行
い
、

多
く
の
方
に
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
実
施
し
、全
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に
「
あ
め
の
つ
か
み
ど
り
」
を

し
て
い
た
だ
き
、お
子
さ
ま
が
小
さ
な
手
で
一
生
懸
命
あ
め
を
つ
か
ん
で
い

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

会
館
近
隣
に
お
住
ま
い
の
若
い
家
族
層
を
中
心
に
約
４
０
０
人
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、日
頃
の
感
謝
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
労
済
鹿
児
島
は
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新会館10周年記念
「全労済わくわくフェスタ」開催報告

開催日時：2017年３月20日(祝・月) 10時～15時
開場：全労済鹿児島県本部

★ぼうさいカフェ（防災グッズ・非常食・災害パネル展示）
★保障相談

★水ヨーヨー釣り★スーパーボールすくい
★ハンドマッサージ★ぐりんぼう塗り絵

★輪投げ★射的★アーチェリー
★ワークショップ

(キラキラキャンドル・デコパージュ)
★あめのつかみ取り

来場者には
☆綿菓子☆ポップコーン☆ぐりんぼう風船

をプレゼントしました！

～イベント内容～

当日の様子
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201７年４月1日～４月28日まで｢店舗キャンペーン｣を実施しています。

新学期がスタートし、お子さまが入学した方や新生活をはじめた方、この機会に保障を見直しされませ
んか？ ｢今の保障で問題ないのか｣｢保障を見直す方法が分からない｣など、保障に関する素朴な疑問や不
安もご相談ください。

｢気軽に・何でも・何度でも相談できる『親切で頼れる店舗』｣を合言葉に、ぐりんぼう鹿児島・鹿屋・
奄美のスタッフ一同、心よりご来店をお待ちしております。

ｷｯﾁﾝｸﾘｰﾅｰ 食器用洗剤

（日曜・祝日は、休業）
（土日・祝日は、休業） （土日・祝日は、休業）

お気軽に
お近くの店舗へ
お越しください

　

こ
の
全
労
済
に
入
会
し
て
24
年
。

東
京
、愛
媛
、福
岡
、山
口
で
の
勤

務
を
経
て
、こ
の
4
月
か
ら
鹿
児

島
県
本
部
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
で
の
ご
縁
に
感
謝
し
、
出

会
い
を
大
切
に
、初
心
を
忘
れ
ず
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
の

暮
ら
し
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
声
に
は
、生
活
の
生
の
声

が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
全

労
済
鹿
児
島
県
本
部
の
一
員
と
し

て
、組
合
員
の
暮
ら
し
、人
生
の
お

役
に
立
て
ま
す
よ
う
奮
励
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
・
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

■
田
中

　晋

事
業
推
進
部

�

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
店
長

２
０
１
７
年
４
月  

人
事
異
動
の
ご
案
内

転 入
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２
０
１
２
年
度
の
第
52
回
定
期
総

会
で
、
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
の
教

育
や
貧
困
解
消
支
援
を
目
的
と
し
て
、

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
教
育
支
援
」

の
取
り
組
み
を
向
こ
う
5
年
間
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
視
察
支
援
事

業
が
5
回
目
の
節
目
の
年
で
あ
り
、

今
後
の
在
り
方
を
協
議
す
る
大
事
な

判
断
の
活
動
と
な
る
こ
と
を
記
載
し

て
、
報
告
の
前
段
と
致
し
ま
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア（
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
）

市
内
の
車
窓
か
ら
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

悲
惨
な
歴
史
・
子
ど
も
た
ち
の
環
境

を
車
窓
か
ら
と
ス
ラ
ム
街
を
歩
い
て

の
感
想
を
記
載
し
ま
す
。

〈
市
内
の
車
窓
か
ら
〉

　

空
気
は
埃
っ
ぽ
く
乾
い
た
赤
土
の

台
地
の
砂
が
舞
い
、く
し
ゃ
み
を
誘
発

さ
せ
る
ほ
ど
で
、路
方
に
塵
や
ゴ
ミ
が

延
々
と
多
く
散
乱
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
首
都
プ
ノ
ン
ペン
は
交
通

渋
滞
が
ひ
ど
く
、特
に
バ
イ
ク
が
道
路

を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
バ

イ
ク
で
け
ん
引
す
る
メ
ー
タ
ー
無
し
の

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
タ
ク
シ
ー
（
日
本
で
言

う
リ
ヤ
カ
ー
を
長
く
改
造
し
荷
物
や

長
物
を
運
搬
し
て
い
る
）
や
高
級
自

家
用
車
（
日
本
車
・
外
車
）
の
多
さ

に
驚
か
さ
れ
た
。
バ
イ
ク
の
免
許
は
排

気
量
１
２
５
㏄
か
ら
必
要
で
、そ
れ
以

下
の
排
気
量
は
免
許
制
で
は
な
く
乗

れ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
あ
る
た
め
小
学
校
高

学
年
の
児
童
が
運
転
し
て
い
る
の
を
見

か
け
ま
し
た
。
バ
イ
ク
は
、二
人
乗
り

が
基
本
で
あ
る
と
ガ
イ
ド
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
３
人
～
５
人
乗
り

も
見
か
け
ま
し
た
。

〈
悲
惨
な
歴
史
〉

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
は
、
ア
メ
リ

カ
や
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の

他
国
の
影
響
を
受
け
た
り
、
政
治
的

考
え
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
簡
単

に
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
量
虐

殺
が
起
こ
っ
た
「
ツ
ー
ル
ス
レ
ン
刑

務
所
跡
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

40
年
程
前
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権

は
、「
知
識
は
人
々
の
間
に
格
差
を
も

た
ら
す
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
全
て

の
知
識
人
を
集
め
る
た
め
に
、「
国
の

再
興
の
た
め
に
、
医
者
や
教
師
、
学

生
だ
っ
た
人
は
名
乗
り
出
て
ほ
し
い
」

と
布
告
を
出
し
ま
し
た
。
該
当
す
る

人
は
名
乗
り
出
さ
せ
、
ト
ラ
ッ
ク
で

刑
務
所
へ
運
ん
で
他
に
知
識
人
は
い
な

い
か
拷
問
し
処
刑
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
１
９
７
５
年
～
１
９
７
９
年
の

4
年
間
で
２
０
０
万
人
以
上
も
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
民
が
亡
く
な
っ
た
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
か
ら
解

放
さ
れ
た
国
民
の
85
％
が
14
歳
以
下

だ
っ
た
い
う
事
実
を
聞
き
驚
く
ば
か
り

で
し
た
。

〈
子
ど
も
た
ち
の
環
境
〉

　

子
ど
も
た
ち
が
、バ
ス
や
自
動
車
の

窓
に
向
か
っ
て
物
を
買
っ
て
と
声
を
掛

け
て
い
る
。
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も
た
ち

は
、
教
育
を
受
け
る
環
境
ど
こ
ろ
か

食
べ
る
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
。

　

カ
ン
ダ
ー
ル
村
の
教
室
で
は
、
昨
年

と
比
べ
て
教
室
は
福
岡
県
の
団
体
の

寄
付
で
新
築
さ
れ
て
、
鉄
骨
の
柱
と

波
鉄
板
の
屋
根
に
教
室
の
床
は
昨
年

の
私
た
ち
の
寄
付
で
水
が
浸
水
し
な

い
様
に
盛
土
し
て
セ
メ
ン
ト
で
塗
り
固

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
今
ま
で
の

黒
板
（
白
板
）
が
古
く
な
り
字
が
見

に
く
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
寄

付
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
ス
タ
ッ
フ
が
新
し
く
購
入
し
た
も
の

を
皆
で
組
み
立
て
て
設
置
し
ま
し
た
。

教
室
と
言
っ
て
も
四
方
の
壁
が
な
く
、

ス
コ
ー
ル
が
襲
え
ば
教
材
も
濡
れ
る

ほ
ど
の
教
室
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

全
員
が
裸
足
で
外
を
走
り
廻
っ
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

　

先
生
が
、
四
方
が
壁
で
囲
ま
れ
た

ト
イ
レ
の
設
置
を
望
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
今
は
壁
も
な
く
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
に
つ
れ
壁
が
必
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

プ
リ
ア
・
エ
ン
コ
セ
イ
小
学
校
で

は
、
児
童
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、

校
長
先
生
に
学
校
内
を
案
内
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
要
望
は
、
教
室
の
屋

根
が
破
損
し
て
雨
漏
り
す
る
の
で
修

理
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
井
戸
は
あ

る
が
安
心
で
き
る
水
を
子
ど
も
た
ち

に
飲
ま
せ
た
い
の
で
浄
水
器
を
取
り

付
け
て
欲
し
い
。
の
2
件
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｐ
事
務
所
」
児
童
保

護
施
設
を
訪
問
し
て
、
こ
の
施
設
で

学
び
大
学
ま
で
終
え
た
子
ど
も
た
ち

や
社
会
に
出
て
頑
張
る
子
ど
も
、
児

童
福
祉
施
設
で
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

次
の
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
仕
事
と

し
て
働
く
子
ど
も
た
ち
に
出
会
い
ま

し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
の

ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
話
と
し
て
、
鹿
児

島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
海
外
視

察
支
援
事
業
の
支
援
金
は
、
使
途
が

細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

す
ぐ
に
対
策
が
必
要
な
施
策
に
対
応

で
き
る
の
で
、
非
常
に
助
か
っ
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
は
数
多
く
の
支
援

団
体
が
、
支
援
を
打
ち
切
る
方
向
に

あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
の
支
援
事
業
の

推
進
に
不
安
要
素
が
あ
る
。
今
後
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
教

育
支
援
と
し
て
5
年
間
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
多
く
の
支
援
団
体
が
支
援

を
打
ち
切
る
方
向
性
の
中
で
、
私
た

ち
の
支
援
は
意
義
深
い
活
動
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
教
育

支
援
5
年
を
終
え
て

 

（
一
社
）
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

副
理
事
長
（
団
長
）　

東
　幸
也

児童保護施設

裸のままゴミ山で遊ぶ
スラム街の子ども

カ
ン
ボ
ジ
ア
レ
ポ
ー
ト
VOL. １

カンダール村の寺子屋
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き
ら
き
ら
と
し
た
ま
な
ざ
し
で

迎
え
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

鹿
児
島
県
教
職
員
組
合

書
記
長
（
副
団
長
）　

原
園
　正
敏

　

視
察
２
日
目
、
朝
か
ら
首
都
プ
ノ

ン
ペ
ン
の
ス
ラ
ム
を
散
策
し
た
。
現

地
ガ
イ
ド
が
、
ス
ラ
ム
に
暮
ら
す

人
々
に
丁
寧
に
声
を
掛
け
な
が
ら
、

私
た
ち
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
住

居
（
住
居
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
も

厳
し
い
空
間
で
あ
る
）
と
住
居
の
間

の
80
セ
ン
チ
程
の
狭
い
路
地
裏
に
も

通
し
て
も
ら
っ
た
。
通
り
を
歩
い
た

だ
け
で
も
分
か
る
ほ
ど
の
生
活
苦
と

は
裏
腹
に
、
ス
ラ
ム
の
人
々
が
、
に

こ
や
か
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
こ
は
、
か

つ
て
の
ゴ
ミ
山
に
隣
接
す
る
ス
ラ
ム

だ
。
地
方
の
村
か
ら
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
に
出
て
き
た
も
の
の
、
仕
事
が
な

く
ゴ
ミ
の
中
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

か
き
集
め
て
生
活
を
し
て
い
る
人
た

ち
に
よ
っ
て
で
き
た
ス
ラ
ム
だ
が
、

今
で
は
小
さ
な
行
商
店
も
所
々
に
軒

を
並
べ
て
い
た
。
政
府
は
、
ス
ラ
ム

を
な
く
す
た
め
に
、
日
本
円
に
換
算

し
て
80
万
円
程
度
を
ス
ラ
ム
の
人
々

に
渡
し
て
、
出
身
の
村
に
帰
還
さ
せ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
村
に
は
仕
事
も

イ
ン
フ
ラ
も
な
く
、
結
局
プ
ノ
ン
ペ

ン
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
な
ぜ
か
あ
ち

こ
ち
の
ス
ラ
ム
で
頻
繁
に
火
災
が
発

生
し
、
焼
け
跡
は
再
開
発
さ
れ
、
ス

ラ
ム
の
人
々
は
排
除
さ
れ
る
ら
し

い
。政
府
が
、こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
災
害
に
乗
じ
て
強
引
に
進

め
る
、
い
わ
ゆ
る
シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト

リ
ン
だ
が
、
話
を
聞
き
な
が
ら
火
事

そ
の
も
の
が
偶
発
的
な
の
か
さ
え
疑

わ
し
い
と
感
じ
た
。
埃
ま
み
れ
の
バ

ラ
ッ
ク
住
居
の
す
ぐ
近
く
に
巨
大
な

ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
ス
ク
リ
ー
ン
に

豪
華
な
車
の
Ｃ
Ｍ
が
映
し
出
さ
れ
る

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
街
並
み
は
、
貧
困
に

あ
え
ぐ
人
々
を
置
き
去
り
に
し
な
が

ら
、世
界
第
８
位
、経
済
成
長
率
７
％

強
で
成
長
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

縮
図
に
見
え
た
。

　

午
後
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
近
郊
の
カ
ン

ダ
ー
ル
の
道
路
脇
に
バ
ス
を
止
め

て
土
手
を
下
る
と
、
そ
こ
に
は
村
が

あ
り
、
村
の
ず
っ
と
奥
の
方
に
寺
子

屋
が
あ
っ
た
。
寺
子
屋
の
子
ど
も
た

ち
は
、
礼
儀
正
し
い
あ
い
さ
つ
と
キ

ラ
キ
ラ
と
し
た
ま
な
ざ
し
で
私
た
ち

を
出
迎
え
て
く
れ
た
。
元
気
な
子
ど

も
た
ち
と
長
縄
飛
び
で
し
ば
ら
く
遊

ん
だ
後
、
同
行
し
て
く
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
の
方
か
ら
説

明
を
受
け
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校

は
、
午
前
７
時
か
ら
11
時
ま
で
の
４

時
間
と
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
の

４
時
間
の
交
代
制
で
、
子
ど
も
も
先

生
も
全
部
入
れ
替
わ
る
シ
ス
テ
ム
ら

し
い
。
こ
の
寺
子
屋
は
、
午
前
の
部

の
学
校
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
と
学

齢
期
前
の
子
ど
も
た
ち
が
集
団
生
活

を
す
る
場
で
、
日
本
の
学
童
保
育
と

幼
稚
園
・
保
育
園
を
合
わ
せ
た
よ
う

な
所
だ
。
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
近
い

カ
ン
ダ
ー
ル
の
よ
う
な
村
は
、
ス
ラ

ム
の
人
的
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
、こ
れ
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
、

学
校
で
の
学
び
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
の
学
齢
期
前
の
集
団
生
活
や
学

校
を
終
え
た
午
後
の
寺
子
屋
で
の
十

分
な
学
び
は
大
切
な
の
だ
そ
う
だ
。

鹿
児
島
県
労
福
協
の
資
金
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
床
に
な
っ
た
寺
子
屋
を

眺
め
な
が
ら
、
事
務
局
長
が
エ
フ
ァ

ジ
ャ
パ
ン
の
方
に
「
次
は
何
が
必
要

で
し
ょ
う
」
と
訪
ね
る
と
、「
何
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
り
も
、
使
途

を
限
定
し
て
く
る
資
金
援
助
が
多
い

中
で
、
鹿
児
島
県
労
福
協
さ
ん
は
使

途
を
限
定
し
な
い
の
が
あ
り
が
た

い
。
た
だ
、
あ
え
て
言
う
な
ら
寺
子

屋
に
ト
イ
レ
が
ほ
し
い
」
と
の
返
事

が
返
っ
て
き
た
。
こ
の
村
の
周
辺
は

性
被
害
が
多
く
、
森
の
中
に
用
足
し

に
行
く
女
の
子
た
ち
が
心
配
な
の
だ

そ
う
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
の
別
れ
の
言
葉
に
送

ら
れ
な
が
ら
寺
子
屋
を
後
に
し
た
バ

ス
の
中
で
、
午
後
に
学
校
に
行
く
子

ど
も
た
ち
は
、
午
前
中
に
寺
子
屋
に

行
く
の
か
ど
う
な
の
か
が
気
に
な
っ

た
。

プレゼントの長縄で寺子屋の子どもたちとの楽しいひと時

　

視
察
３
日
目
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら

空
路
で
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
向
か

い
、
日
本
政
府
の
援
助
で
建
設
さ
れ

た
と
い
う
プ
リ
ア
・
エ
ン
コ
セ
イ
小

学
校
を
訪
れ
た
。
建
設
か
ら
20
数
年

と
は
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
に
老
朽
化
が

激
し
く
、
全
て
の
教
室
の
ス
レ
ー
ト

屋
根
に
何
カ
所
も
穴
が
開
い
て
お

り
、
蛍
光
灯
は
点
け
る
こ
と
が
で
き

ず
に
、
昼
間
だ
と
い
う
の
に
暗
が
り

の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
授
業
を
受
け

て
い
た
。
上
水
道
管
は
学
校
の
敷
地

ま
で
き
て
お
り
、
地
面
か
ら
立
ち
上

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
円
で
20

万
円
程
（
現
地
ガ
イ
ド
の
説
明
）
の

浄
化
槽
を
設
置
す
る
お
金
が
な
い
た

め
に
長
い
間
使
用
で
き
ず
に
い
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
施
設
設
備
改

善
を
私
た
ち
に
語
り
か
け
る
校
長
先

生
の
熱
意
に
圧
倒
さ
れ
、「
こ
の
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
学
校
に

行
か
な
い
時
間
帯
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
カ
ン
ダ
ー
ル
の
寺
子
屋
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
ど
う
か
」
の
質

問
を
す
る
機
会
は
、
つ
い
に
得
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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臨床心理士　山藤奈穂子

　

Ｑ　

連
休
な
ど
長
い

休
暇
の
後
に
新
入
社
員

が
調
子
を
崩
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

Ａ　
「
自
分
は
こ
の

職
場
に
必
要
な
存
在
な

ん
だ
」
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
声
か
け
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
「
君
が
来
て
く
れ
て

職
場
が
明
る
く
な
っ
た

よ
」「
助
か
っ
て
い
る

よ
」「
今
後
こ
う
い
う

こ
と
を
し
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
い
る
ん
だ
」

「
君
は
本
当
に
必
要
な

人
材
だ
」
な
ど
、
そ
の

人
の
長
所
を
職
場
が
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
君
は
ど
ん
な
こ
と
が
し

た
い
？
」「
何
を
が
ん
ば
り
た
い
？
」

と
目
標
や
夢
を
聞
き
出
し
、「
い

い
ね
、
が
ん
ば
ろ
う
！
応
援
す

る
よ
」「
こ
う
い
う
こ
と
も
で

き
る
よ
ね
」
な
ど
、
明
る
い
展

望
を
伝
え
ら
れ
る
と
さ
ら
に
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

雑
談
も
大
切
で
す
。
趣
味
や

得
意
な
こ
と
、
休
日
の
過
ご
し

方
な
ど
、「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を

引
き
出
し
、
職
場
で
共
有
し
ま

す
。

　

人
に
は
「
所
属
の
要
求
」
が

あ
り
ま
す
。
自
分
を
必
要
と
し

く
れ
る
人
、
関
心
を
持
っ
て
く

れ
る
人
と
過
ご
す
こ
と
で
喜
び

を
感
じ
る
の
で
す
。
そ
う
い
う

上
司
が
い
る
職
場
に
は
、
や
り

が
い
を
持
っ
て
通
勤
し
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

　

Ｑ　

羽
目
を
外
し
過
ぎ
て
体

調
を
崩
す
と
い
う
場
合
は
？

　

Ａ　

入
眠
と
起
床
の
時
間

は
な
る
べ
く
崩
さ
な
い
よ
う
に

助
言
し
ま
す
。
睡
眠
は
習
慣
な

の
で
、
一
度
崩
す
と
元
に
戻
し

に
く
い
か
ら
で
す
。「
連
休
の

最
終
日
は
体
を
休
め
る
と
い
い

よ
」
な
ど
、
自
分
の
失
敗
談
な

ど
を
交
え
て
伝
え
る
の
も
効
果

的
。
上
か
ら
目
線
の
指
導
よ
り

誰
か
の
失
敗
談
の
方
が
記
憶
に

残
り
や
す
い
の
で
す
。

部下のメンタルヘルス
（１2）休みの後のモチベーション

万
以
下
の
人
口
は
約
４
割
。
こ
う
し

た
「
働
い
て
も
食
え
な
い
」
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
層
の
若
者
の
救
済
策
の
一

つ
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
４
月
以
降
に
貸
与
開

始
と
な
る
人
が
対
象
で
す
。

所得連動型返還
　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
無

利
子
奨
学
金
の
返
還
方
法
が

変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

同
奨
学
金
は
、
大
学
な
ど
を

卒
業
後
も
低
所
得
に
と
ど
ま

る
若
者
に
対
し
、「
最
大
10

年
ま
で
」
と
い
う
返
還
猶
予

期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
外
は
原
則
と
し

て
、
そ
の
後
は
一
律
１
万
４

０
０
０
円
程
度
の
返
還
義
務

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
所
得
に
応
じ
て
切
り
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

２
０
１
５
年
の
国
税
庁
の
「
民
間

給
与
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
い
ま

や
労
働
者
全
体
の
う
ち
年
収
３
０
０

　

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
エ
ン
デ
ィ
、

当
選
し
た
の
で
孫
と
楽
し
く
見
る

こ
と
が
で
き
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

確
定
拠
出
年
金
に
興
味
が
あ
る
の

で
、労
金
に
相
談
し
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

（
霧
島
市
・
男
性
）

　

ろ
う
き
ん
の
い
つ
で
も
使
え
る
カ
ー

ド
に
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
24
時
間
、い

ざ
必
要
な
時
に
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

ピ
ッ
ト
く
ん
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
、

早
速
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

全
労
済
こ
く
み
ん
共
済
保
険
に
も

加
入
し
ま
し
た
。（

鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

労
福
協
だ
よ
り
は
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
、他
団
体
の
紹
介
な
ど
テ
ー

マ
も
幅
広
く
、誰
も
が
興
味
を
示
す

内
容
が
人
気
の
秘
密
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

（
出
水
市
・
女
性
）

　

毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
「
噴
火
口
」
の
ち
ょ
こ
っ
と
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
所
が
好
き
で
す
。

（
奄
美
市
・
女
性
）

ニュース・
ワード

読

　者

か
ら
の

声

　213
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歴
史
探
訪

熊
毛
地
域
労
福
協

勝負も大詰め！

　

毎
年
恒
例
の
囲
碁
大
会
を
出
水
地

区
は
２
月
21
日
（
火
）、出
水
教
育
会

館
で
、川
薩
地
区
は
２
月
27
日
（
月
）、

川
薩
教
育
会
館
で
、開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
出
水
地
区
は
労
金
出
水
支

店
友
の
会
と
の
共
催
で
、
川
薩
地
区

は
、
県
退
連
川
薩
地
域
協
議
会
の
会

員
を
中
心
に
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
出
水
地
区
は
17
人
、川
薩
地
区
は

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
は
出

水
地
区
は
10
時
か
ら
、川
薩
地
区
は
９

時
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
対
戦
相
手
を
決
め

て
開
始
し
、途
中
の
昼
食
時
間
も
惜
し

ん
で
、熱
い
戦
い
が
続
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
表
彰
式
を
行
い
、
労
金
、

労
福
協
の
話
や
新
メ
ン
バ
ー
の
お
誘
い

な
ど
を
お
願
い
し
、和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、終
了
し
ま
し
た
。

「
介
護
教
室
」

～
介
護
さ
れ
な
い
体
づ
く
り
～

北
薩
地
域
労
福
協

恒
例
の
囲
碁
大
会
を
開
催

北
薩
地
域
労
福
協

黒
砂
糖
作
り
を
体
験

奄
美
地
域
労
福
協

準備運動もしっかりと！

分かっているけど…
できない（笑）

真摯な気持ちで…
屋久島の歴史を学ぶ

　

歴
史
探
訪
を
３
月
11
日
（
土
）、宮

之
浦
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
14
人
、
小
学
生
の
参
加

が
２
人
あ
り
、７
人
の
２
班
に
分
か
れ

て
、
財
団
法
人
屋
久
島
環
境
文
化
村

セ
ン
タ
ー
に
紹
介
い
た
だ
い
た
「
ぶ
ら

ぶ
ら
宮
之
浦
ま
ち
歩
き
た
い
」
の
３

人
の
講
師
の
案
内
の
下
、宮
之
浦
地
区

の
街
中
散
策
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
益
救
神
社
を
ス
タ
ー
ト
し
、

宮
之
浦
地
区
（
旦
那
墓
・
久
本
寺
・

奉
行
所
跡
｟
現
上
屋
久
郵
便
局
｠
を

回
り
、
再
び
益
救
神
社
に
戻
る
周
回

コ
ー
ス
、
宮
之
浦
地
区
の
歴
史
を
聞

き
な
が
ら
、
時
に
は
笑
い
声
が
あ
が

り
、
小
学
生
の
素
朴
な
質
問
に
新
た

な
気
付
き
を
得
る
、
あ
っ
と
い
う
間
の

２
時
間
の
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
屋
久
島
環
境
文
化
村
に

よ
る
と
、屋
久
島
里
め
ぐ
り
推
進
協
議

会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、宮
之
浦
地
区

だ
け
で
な
く
、ほ
か
の
地
区
で
も
町
巡

り
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

富国製糖工場にて

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
21
人
は
、ま
ず
バ
ス
で
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
る
笠
利
町
に
向
か

い
、畑
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
刈
り
取
り
方

法
を
教
え
て
も
ら
っ
て
斧
や
専
用
の

鎌
を
使
い
収
穫
を
体
験
。
次
に
、
稼

働
中
の
富
国
製
糖
工
場
を
案
内
し
て

も
ら
い
、粗
糖
が
で
き
る
ま
で
の
工
程

を
学
び
ま
し
た
。

　

昼
食
で
奄
美
の
郷
土
料
理
「
鶏
飯
」

を
堪
能
し
た
後
は
、ガ
イ
ド
の
案
内
で

「
集し

ま落
歩
き
」
を
行
い
、琉
球
王
国
時

代
か
ら
島
統
治
の
中
心
地
だ
っ
た
赤

木
名
の
歴
史
に
つ
い
て
学
習
。

　

そ
し
て
、メ
イ
ン
の
黒
糖
作
り
は
、

圧
搾
機
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾
り
大
釜

に
入
れ
て
煮
て
、黒
砂
糖
に
な
る
ま
で

の
工
程
を
全
員
で
協
力
し
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
作
っ
た
黒
砂
糖
は
ち
ょ
っ

と
堅
め
の
お
土
産
で
し
た
が
、笑
顔
あ

ふ
れ
る
大
好
評
の
体
験
型
ツ
ア
ー
に

な
り
ま
し
た
。

第
２
回

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

　

第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
３
月
15
日
（
水
）、姶
良
市
加
治
木

町
「
陶
夢
ラ
ン
ド
」
で
、姶
良
伊
佐
労

働
者
福
祉
協
議
会
と
連
合
姶
良
伊
佐

地
域
退
職
者
会
と
の
共
催
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
93
人
で
し
た
。

　

当
日
は
、少
し
肌
寒
い
朝
で
し
た
が

晴
天
の
下
、ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
や
ミ
ス

シ
ョ
ッ
ト
な
ど
で
の
歓
声
が
あ
ち
こ
ち

で
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
、
日
頃
か
ら
練
習
や
試
合
に
参

加
し
て
い
る
方
々
で
、ハ
イ
ス
コ
ア
で

の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
グ
ラ
ン
ド
の
合
計
ス
コ
ア
で
競
い

見
事
、優
勝
に
輝
い
た
の
は
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
３
回
出
し
た
作
田
幸
士
郎

さ
ん
（
退
教
協
）
で
し
た
。
賞
品
も

多
数
用
意
し
、最
後
ま
で
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
、
3
月
4
日

（
土
）
に
歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行

　

北
薩
地
域
労
福
協
「
介
護
教
室
」

を
２
月
22
日
（
水
）、薩
摩
川
内
市
川

内
文
化
ホ
ー
ル
で
、開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
リ
ハ
ビ
リ
・
フ
イ
ッ
ト

ネ
ス
ゆ
う
倶
楽
部
」
よ
り
三
角
大
介

氏
を
講
師
に
招
き
、介
護
さ
れ
な
い
体

づ
く
り
、認
知
症
予
防
の
講
習
と
実
技

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、姿
勢
の
大
切
さ
な
ど
の
講

習
を
一
言
一
句
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
、

真
剣
に
受
け
て
い
ま
し
た
。
後
半
は

実
技
に
入
り
、思
う
よ
う
に
い
か
な
い

前
屈
も
裏
技
で
あ
ら
、び
っ
く
り
。
肩

甲
骨
を
回
す
だ
け
で
体
が
軽
く
な
る

こ
と
や
体
幹
を
強
化
し
、筋
肉
に
焦
点

を
当
て
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
説
明
と
動
き

を
体
験
。
認
知
症
予
防
で
は
右
手
と

左
手
で
違
う
動
作
を
し
た
り
、数
字
や

色
で
動
作
を
変
え
た
り
す
る
課
題
に

悪
戦
苦
闘
。
会
場
は
笑
い
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、と
に
か
く
他
人
と
比
べ
な

い
こ
と
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
、
毎
日

少
し
で
も
体
を
動
か
す
こ
と
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
体
と

脳
が
活
性
化
さ
れ
る
あ
っ
と
い
う
間
の

時
間
で
し
た
。
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
自
宅

住
所
、
名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
７
年
５
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

３
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

74
通
で
、
72
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「キョウカショ」

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

柿
木　

郁
美 

川
畑
ひ
じ
り

　

冷
水　

幸
二 

山
下　

照
哉

　

佐
土
原
光
孝 

徳
田　
　

雅

　

池
田　
　

仁 

西
田　

昭
人

　

下
別
府
耕
生 

寺
原
た
つ
子

　

川
原
さ
く
ら 

保　

恵
梨
子

　

福
留　

佳
奈 

松
下　

浩
幸

　

貴
島　

美
里 

福
田　

博
文

　

古
賀　

広
子 

竹
田　

和
昭

　

中
尾　
　

孝 

井
田　

広
正

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１

　
�
営
利
を
目
的
と
し
た
法
人

４

　
�

郊
外
で
は
こ
れ
を
付
け
な

い
と
い
う
小
学
校
も

６

　

�

夜
間
の
警
戒
活
動

８

　本
名
は
厩
戸
皇
子
（
王
）

11

　有
田
焼
や
マ
イ
セ
ン
の
こ
と

12

　北
海
道
に
は
な
い
と
い
わ

れ
る
雨
季
の
一
種

13

　

�

警
察
…
…
、
税
務
…
…

14

　…
…
国
、…
…
子
、…
…
女

15

　ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
発
祥
の
ダ

ン
ス

17

　江
戸
時
代
、
奥
さ
ん
を
質

に
入
れ
て
も
食
べ
た
か
っ

た
と
か

20

　役
に
立
つ
こ
と

21

　

�

硬
い
土
を
掘
り
起
こ
し
ま
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１

　「へ
の
へ
の
も
へ
じ
」
が

定
番

２�
�

五
月
人
形
で
お
な
じ
み
で
す

３

　…
…
イ
モ
、
…
…
シ
ジ
ミ

４

　

�

空
港
と
お
寺
で
有
名
な

…
…
市

５

　

�

プ
ロ
野
球
の
ペ
ナ
ン
ト

レ
ー
ス
は
ス
タ
ー
ト
…
…

が
大
事
で
す

７

　周
り
を
ふ
ち
ど
っ
て
囲
み

ま
す

９�

永
井
荷
風
の
短
編
小
説

「
…
…
襖
（
ふ
す
ま
）
の

下
張
」

10

　
�

五
分
の
魂
を
持
つ
…
…
の

虫

13

　上
杉
謙
信
か
ら
武
田
信
玄

へ
の
贈
り
物

15

　

�

ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
で
リ

ン
グ
に
投
げ
る
と
負
け

16

　

�

岩
手
県
大
船
渡
市
に
あ
る

観
光
エ
リ
ア
。
…
…
海
岸

18

　浜
崎
伝
助
さ
ん
の
生
き
が
い

19

　

�

全
国
い
た
る
所
。
…
…
浦

浦

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

クロスワード問題＝71.5％


